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⾼校教育課程での「地理総合」の学習内容 

2018 年 3 ⽉に改訂された⾼等学校学習指導要領において「地理総合」が必履修化され、
2022 年度から年間 2 単位（年間 70 時間）で実施される必履修科⽬となります。 

この科⽬は、深刻化する地球環境問題や⼤規模な⾃然災害が多発する中、知・徳・体にわ
たる「⽣きる⼒」を⽣徒に育むため「持続可能な社会づくりを⽬指す科⽬」として誕⽣した
新しい地理の科⽬であり、⼤きく次の三つの項⽬で構成されています。 

 
1. 地図や地理情報システムで捉える現代世界＜地図・GIS（地理情報システム）＞ 
2. 国際理解と国際協⼒＜ESD（持続可能な開発のための教育）＞ 
3. 持続可能な地域づくりと私たち＜防災・ESD＞ 
 
このうち、3.の防災と ESD に関する学習内容では、「⾃然環境と防災」として以下の内容

が含められています。 
・地域の⾃然環境の特⾊と⾃然災害への備えや対応との関わりや、⾃然災害の規模や頻度、地

域性を踏まえた備えや対応の重要性などについて理解すること。 
・ハザードマップや新旧地形図などの情報を収集・読み取り・まとめる地理的技能を⾝につけ

ること。 
・地域性を踏まえた防災について、⾃然及び社会的条件との関わり、地域の共通点や差異、持

続可能な地域づくりなどに着⽬して、主題を設定し、⾃然災害への備えや対応などを多⾯
的・多⾓的に考察し、表現することを⾝につけること。 

（参考：⾼等学校学習指導要領（平成 30 年告⽰）解説 地理歴史編 平成 30 年 7 ⽉ ⽂部科学省） 
 
この地域性を踏まえた学びに関する内容として、適応アクション（STEP1）で収集した地

域の環境・災害情報も活⽤可能と考えられます。関係部局が連携し、地理総合への活⽤も視
野に検討しましょう。 
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事例 ３-２ 「適地適⽊・適正管理」による災害に強い森林づくり 
出典）⾃然の持つ機能の活⽤ その実践と事例（2019 年） 環境省 ⻑野県 

⻑野県は、平成 18 年 7 ⽉に⼤規模な豪⾬災害に⾒舞われ、県央部を中⼼に⼟⽯流等による甚
⼤な被害が発⽣しました。⻑野県ではこの災害を契機として「災害に強い森林づくり」による森
林の⼟砂災害防⽌機能の強化に取り組み始めました。 

このような森林の適正管理により、森林の持つ地下⽔・⽔源かん養や⽔質浄化機能、⼟砂災害
防⽌効果が得られます。森林の成⻑も促されるため、⼆酸化炭素固定機能も向上します。また、
適正管理された森林は良好な⽣物の⽣息・⽣育場所となり、⽣物多様性保全にも寄与します。 
 

▼⻑野県における災害に強い森林づくりの進め⽅ 
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事例 ３-３ グリーンインフラの活⽤による豪⾬対策の推進 
出典）⾃然の持つ機能の活⽤ その実践と事例（2019 年） 環境省 世⽥⾕区 

東京都世⽥⾕区は、都市化の進展に伴い浸⽔被害が発⽣するようになりました。これは地表が
コンクリートやアスファルトで覆われることにより、⼤⾬の際に地⾯に染みこんでいた⾬⽔が、
短時間に集中して河川や下⽔道に流れ込むようになったためです。 

この課題に対して、従来の⾬⽔貯留浸透施設設置による対策に加えて、⾬庭やグリーンストリ
ート、芝地・植栽等のグリーンインフラによる流域対策の強化が進められています。 

緑地等の整備に伴い、⾬⽔浸透による⽔源・地下⽔涵養、局所気候の緩和効果（ヒートアイラ
ンド現象の緩和）が得られます。また街の景観を向上させるとともに、環境教育の場としても活
⽤できます。さらに、河川・下⽔道への⾬⽔の流⼊量が減少し、浸⽔被害の緩和に寄与します。 

なお、豪⾬対策としての⾬庭の活
⽤は、研究的な事例を含めると、九
州・沖縄地域においても福岡県、熊
本県などで実施されており、今後も
更なる展開が期待されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▶世⽥⾕区における 
グリーンインフラ 
活⽤の進め⽅ 

 































 第３章 豪⾬災害適応アクション 
３−３ 適応アクションに関する参考情報 
３-３-３ 環境の視点も踏まえた地域防災⼒の向上に関する参考情報 

- 92 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（余 ⽩） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 

         ͐   

⁞֗←ᵲ τΣΪϥ ᴂϯϼЄдрФжрχ 

ᶨ ʺ ʺᾋ ΰ  

͐˵͍ ᶨ  _________________________________________________________ 93 

͐˵͎ ρ “Ḛ  _______________________________________________ 94 

ˢ͍ˣ  _________________________________________________________ 94 

ˢ͎ˣ “Ḛ  ________________________________________________________ 101 

͐˵͏ ⁞֗←ᵲ ᴂϯϼЄдрχᾋ ΰ __________________________________ 102 



   























 

         ͑   

к˔ЖЫАФ  

 

 



   




